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  【2011 年度入試データ】 

特別入試 一般入試 

ＡＯ・高校留学生選抜Ｉ（４月入学） １５名 Ａ日程（セ３科目＋個２科目） ４０名 

推薦入学（４月入学） ２０名 Ｂ日程（セ５科目＋個２科目） ５０名 

社会人選抜（４月入学） 若干名 Ｃ日程（セ１科目＋個１科目） １５名 

ＡＯ・高校留学生選抜Ⅱ（９月入学） １０名 ９月入学（セ５科目＋面接） １０名 

帰国生選抜（９月入学） 若干名   

外国人留学生選抜（４月入学） 若干名   

外国人留学生選抜（９月入学） ５名   

グローバルセミナー入試 １０名   

※グローバルセミナーは秋田県内の高校卒業者を対象とする。また、AO 及び推薦では併せて 50%を秋

田県内の高校卒業者を入学許可する。 
※A・B 日程における個別 2 科目とは英語と国語。また C 日程における個別 1 科目とは英語小論文。 
 
４．視察から得られた示唆に基づく本学改善のための提言 

(1) 国際教養大学の一大特徴ともいえる EAP の授業の内容や運営方式については、本学英

米学科の CE も質的には大差がない。そこで、本学においても開講形態を真のセメスター制にし

て、1年次前期に集中的に開講し、少なくとも 1日2コマの英語科目を置くことは、時間割の工夫

で可能となる。 
(2) 国際教養大学では、学生の自主的外国語学習支援のための施設「言語異文化学習セン

ター」（LDIC）の存在とその位置づけが注目された。同様の環境整備は、本学と同質学部をもつ

近隣の私立大学でも加速度を増している――中京大学国際英語学部の「LS Wing」や名古屋

外国語大学の「メディア情報教育センター」なども別途視察。公立大学の拘束的な発想を転換し

て、“恒常的な言語学習空間” を設置・維持することを可能にするグランドデザインの構築が急

がれる。 
(3) 外国語学習支援のための Academic Achievement Center のようなメンター制度の導入。

これは海外大学でよく見受けられる制度でもある。この実現のためには、TA として活躍できる外

国語能力を十分に備えた大学院生の育成が必要である。協定大学からの交換留学生の協力が

得られる場合には、留学生の積極的な活用も視野に含める。 
(4) 国際教養大学では（教職課程を除く）すべての授業が英語で行なわれていたが、少なくと

も、英米学科の専門教育科目を英語で行なうことは可能か。また、教養教育科目の一部を英語

で行なうことは可能か。学部レベルから着手することが難しければ、大学院国際文化研究科の修

士課程の授業を（留学生対応ということで）英語で行なうことから始めることが可能ではないか。 
(5) 海外留学制度について、国際教養大学では、国際交流課が NAFSA の年次大会などに

参加・出展して、提携大学を増やす試みを熱心に行ない、現在 118 校の学術提携大学を獲得し

ている。本学の学生の留学に際しても、①協定大学との互恵制度による授業料の免除、②ただ

単に語学コースに入るのではなく、本科の授業を履修することを条件に単位認定していく方向性

が留学前の学習の質的向上をもたらすのではないかと考えられる。 

研究所派遣出張報告

国際シンポジウム参加報告
「２１世紀、グローカル時代の外国語教育 言語政策、教授法、教室現場の諸問題 

－『複言語主義』のヨーロッパと日本の外国語教育」

ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻 江澤 照美

 ２０１１年１１月２５日(金)-２７日(日)、東京のドイツ文化会館ホールにて Goethe-Institut との共

催で開催されたこのシンポジウムは『ヨーロッパ共通参照枠』日本語版の訳・編者として知られ

る吉島茂氏を研究代表者とする科研プロジェクトの一環である。報告者は国内の外国語教育

関係者やヨーロッパ在住の専門家および教育現場担当者など多彩な顔ぶれで、初日は「言語

政策と外国語教育」、二日目は「教授法／理論上の考察」、最終日は「現場での諸課題」を共

通テーマとして各報告や討論がおこなわれた。今回主たる考察の対象となった言語は英語、

ドイツ語、フランス語、スペイン語、そして外国語としての日本語である。

 「グローバル」と「ローカル」の混成語である「グローカル」がタイトルに掲げられたこのシンポ

ジウムでは、グローバルなレベルでの教育(特に英語)が取り上げられる一方で、各地域独自の

言語教育事情も考察の対象となった。言語横断的でかつ活発な議論がしばしば展開されたこ

ともあり、本シンポジウムに参加した筆者は複言語主義を標榜するヨーロッパの言語教育の現

状、近年の日本国内での外国語教育が抱える問題、今後の展望などについて多くの有益な

示唆を得た。

 シンポジウムの詳細については２０１２年２月２９日（水）に開催する第１１回言語教育研究会

にて口頭報告をおこなう予定である。




